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1. p∗j 5 0なので
p∗yi 5 p∗x∗i

となり、予算制約を満たすはずである。しかも、効用の単調性により

ui(y
i) > ui(x

∗i)

である。これは x∗iが iさんの需要ベクトルである（予算制約の下で効用を最大にしている）ことに
矛盾。

2. 任意の x, y ∈ Aを固定する。x %∗
i y かつ [ not y %∗

i x]

が全員について成立し、%∗= (%∗
1, . . . , %∗

N) ∈ RNとなるものは存在する。これについてWeak Pareto
より xF (%∗)yが成立する。

3. (a) x ∈ G1 がW ∈ G2 にプロポーズすることを x → W と書くとすると、第１ラウンドでは、
a → A, b → B, c → Cとなる。G2の各人は一人からしかプロポーズされていないし、∅よりは
ましなのでその人をキープすることになり、これでアルゴリズムは止まる。結果の assignment
は (a,A), (b, B), (c, C)である。

(b) 第１ラウンドで、 a → A, b → B, c → Cとなるのは (a)と同じ。しかし ∅ ≻′
A aだから、aさん

はAさんにキープされず、第２ラウンドに行く。
この時点での結果：(∅, A), (b, B), (c, C)

第２ラウンド：a → Bとなり、Bさんが前のラウンドでキープした bさんと aさんの内から選
ぶ。a ≻B bだから bさんが余る。また、Aさんは誰もプロポーズしてこなかったのでプロセス
は続く。
この時点での結果：(∅, A), (a,B), (c, C)

第３ラウンド：b → Cとなり、b ≻C cだから cさんが余る。
この時点での結果：(∅, A), (a,B), (b, C)

第４ラウンド：c → Aとなるが、∅ ≻′
A cと申告されているので cさんはキープされない。

この時点での結果：(∅, A), (a,B), (b, C)

第５ラウンド： c → Bとなり、c ≻B aだから aさんが余る。
この時点での結果：(∅, A), (c, B), (b, C)

第６ラウンド：a → Cとなり、a ≻C bだから bさんが余る。
この時点での結果：(∅, A), (c, B), (a, C)

第７ラウンド：b → Aとなり、b ≻′
A ∅なので bさんがAさんにキープされ、ここでプロセスが

止まる。
最終的な assignment は (b, A), (c, B), (a, C)である。

(c) (b)の結果はG2最適であるから、ペアを作って二人とも選好順序を高めることはできない、つ
まり安定である。

(d) (a)では (a,A)、(b)では (b, A)となっており、真実の選好で比較すると b ≻A aである。

(e) 申告された選好順序に対するこのアルゴリズムの social choice function としての値を考えると、

f(≻′
A,≻−A) = b ≻A a = f(≻A,≻−A)

となり、このアルゴリズムを social choice function と考えると strategy-proofではないという
ことである。




